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論
　
稿

沖
縄
県
石
垣
島
の
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
起
源
伝
説

原
　
田
　
信
　
之

（

日
本
文
学）

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
は
、
第
二
尚
氏
王
統
第
三
代
尚
真
王（

一
四
七
七
〜
一
五
二
六
在
位）

の
時
代
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
八
重
山
諸
島

石
垣
島
の
首
長
の
一
人
で
あ
っ
た
。
八
重
山
諸
島
与
那
国
島
の
鬼
虎
と
同
様
に
、
琉
球
王
に
命
じ
ら
れ
た
仲
宗
根
豊
見
親
ら
に
よ
っ
て
討

伐
さ
れ
た
十
五
世
紀
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
。
ア
カ
ハ
チ
に
は
古
乙
姥（

ク
イ
ツ
バ）

と
い
う
妻
が
い
た
と
さ
れ
、
ア
カ
ハ
チ
が
征
伐

さ
れ
た
時
に
一
緒
に
捕
ら
え
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
。
石
垣
島
に
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
が
琉
球
王
に
命
じ
ら
れ
た
仲
宗
根
豊
見
親

ら
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
た
話
や
妻
の
古
乙
姥
に
ま
つ
わ
る
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
は
琉
球
王
府
の
反
逆
者
と
さ
れ
た

た
め
、
妻
の
古
乙
姥
の
遺
骨
は
姉
の
真
乙
姥
を
祀
る
真
乙
姥
御
嶽
の
片
隅
に
葬
ら
れ
、
人
々
に
踏
み
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
古
乙
姥
の
墓

は
ツ
ダ
ミ（

カ
タ
ツ
ム
リ
の
意）
の
墓
と
呼
ば
れ
、
近
年
ま
で
真
乙
姥
御
嶽
の
片
隅
に
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
に
大
浜
の
崎
原
公
園
に

移
さ
れ
た
。
古
乙
姥
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
琉
球
王
朝
の
先
島
諸
島
統
治
を
め
ぐ
る
問
題
や
南
西
諸
島
に
お
け
る
英
雄
伝
説
の
問
題
等
を

考
え
る
際
に
も
重
要
な
て
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（

キ
ー
ワ
ー
ド）

古
乙
姥
、
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
、
真
乙
姥
御
嶽
、
長
田
大
主

は
じ
め
に

『

中
山
世
鑑』（

一
六
五
〇
年
成
立）

や『

中
山
世
譜』（

一
七
二
五
年
成
立）

等
の
琉
球

の
正
史
に
よ
れ
ば
、
琉
球
の
歴
代
王
統
は
、
神
話
時
代
に
あ
た
る
天
孫
氏
時
代
を
除
外
す
る

と
、
舜
天
王
統（

一
一
八
七
〜
一
二
五
九）

以
降
、
英
祖
王
統（

一
二
六
〇
〜
一
三
四
九）

、

察
度
王
統（

一
三
五
〇
〜
一
四
〇
五）

、
第
一
尚
氏
王
統（

一
四
〇
六
〜
一
四
六
九）

、
第
二

尚
氏
王
統（

一
四
七
〇
〜
一
八
七
九）

と
続
い
た
。
こ
の
琉
球
の
歴
代
王
統
を
日
本
本
土
の

歴
史
と
対
照
さ
せ
る
と
、
舜
天
王
統
か
ら
第
二
尚
氏
王
統
前
期
ま
で
は
ほ
ぼ
日
本
の
中
世
に

相
当
し
、
第
二
尚
氏
王
統
後
期
は
日
本
本
土
の
近
世
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
王
統
の
う
ち
、

本
稿
で
は
、
第
二
尚
氏
王
統
第
三
代
尚
真
王（

一
四
七
七
〜
一
五
二
六
在
位）

の
時
代
に
実

在
し
た
古
乙
姥（

ク
イ
ツ
バ）

と
い
う
女
性
を
め
ぐ
る
伝
説
を
中
心
と
し
て
扱
う
。
古
乙
姥

の
夫
で
あ
っ
た
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
は
八
重
山
諸
島
石
垣
島
の
首
長
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
琉

球
王
に
討
伐
さ
れ
た
と
い
う
。
石
垣
島
に
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
や
古
乙
姥
に
関
す
る
伝
説

が
現
在
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

宮
古
・
八
重
山
諸
島
は
、
一
三
九
〇
年（

明
・
洪
武
二
十
三
年
、
日
本
・
元
中
七
年）

に

新
見
公
立
大
学
紀
要
　
第
34
巻

一
六
三
〜
一
七
六
頁
、
二
〇
一
三
年
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中
山
王
察
度
に
入
貢
し
て
か
ら
一
六
〇
九
年（

慶
長
十
四
年）

の
島
津
の
琉
球
侵
入
ま
で
琉

球
王
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
山
王
察
度
へ
の
入
貢
に
関
し
て
は
、『

中
山

世
鑑』
察
度
王
の
項
に「

洪
武
二
十
三
年（

一
三
九
〇）

庚
午
、
南
夷
、
宮
古
嶋
・
八
重
山

嶋
、
重
訳
、
始
来
貢
ス」 �

１
�

と
あ
り
、『

中
山
世
譜』

洪
武
二
十
三
年
の
項
に
も「

本
年
。
宮

古
・
八
重
山
。
始
来
称

レ

臣
、
納

二

貢
于
中
山

一

。」 �
２
�

と
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、『

球
陽』

巻
之
一
に
も
察
度
王
の
四
十
一
年（

一
三
九
〇）

に
宮
古
八
重
山
が
は
じ
め
て
来
朝
入
貢
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
が
中
山
王
察
度
に
入
貢

し
た
の
は
一
三
九
〇
年
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、『

球
陽』

巻
之
一
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時

入
貢
し
た
の
は
宮
古
の
与
那
覇
勢
頭
豊
見
親
で
あ
っ
た
と
い
う�

３
�。

石
垣
島
は
日
本
最
西
端
に
位
置
す
る
八
重
山
諸
島
の
主
島
で
、
沖
縄
本
島
那
覇
市
の
南
西

約
四
一
〇
キ
ロ
に
あ
る
。
面
積
は
約
二
二
二
・
五
平
方
キ
ロ
で
、
沖
縄
県
内
の
島
の
う
ち
、

沖
縄
本
島
、
西
表
島
に
次
い
で
三
番
目
に
広
い
。
島
の
中
央
の
北
寄
り
に
、
沖
縄
県
最
高
峰

で
標
高
五
二
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
於
茂
登
岳
が
あ
る
。

反
逆
者
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
妻
と
し
て
誅
殺
さ
れ
た
古
乙
姥
の
墓
は
ツ
ダ
ミ（

カ
タ
ツ
ム

リ
の
意）

の
墓
と
呼
ば
れ
、
人
々
に
踏
み
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
本
稿
は
、
新
た
に
採
集
し

た
口
承
資
料
や
関
連
資
料
の
検
討
を
通
し
て
、
古
乙
姥
伝
説
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ⅰ

ア
カ
ハ
チ
の
乱
と
古
乙
姥

十
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
八
重
山
地
方
は
、
石
垣
島
石
垣
地
区

の
長
田
大
翁
主（

長
田
大
主）

、
石
垣
島
川
平
地
区
の
仲
間
満
慶
山
英
極
、
石
垣
島
大
浜
地
区

の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
、
石
垣
島
平
久
保
地
区
の
平
久
保
加
那
按
司
、
西
表
島
の
慶
来
慶
田
城

用
緒
、
波
照
間
島
の
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
、
与
那
国
島
の
サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ
等
々
各
地
の
英

雄
た
ち
が
覇
権
を
争
っ
た
群
雄
割
拠
の
時
代
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る�

４
�。

こ
れ
ら
の
英
雄
た
ち
の
う
ち
、
大
き
く
勢
力
を
伸
ば
し
た
石
垣
島
石
垣
地
区
の
長
田
大
主

と
石
垣
島
大
浜
地
区
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
が
対
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
田
大
主
は
妹
の

古
乙
姥
を
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
と
政
略
結
婚
さ
せ
た
が
、
兄
の
意
に
反
し
古
乙
姥
は
オ
ヤ
ケ
ア

カ
ハ
チ
側
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
は
琉
球
王
府
に
反
旗
を
翻
し
た

た
め
、
尚
真
王
二
十
四
年（

一
五
〇
〇）

に
討
伐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

次
に
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
が
討
伐
さ
れ
た
時
の
記
事
を
琉
球
の
正
史『

球
陽』（

一
七
四
五

年
成
立）

巻
三「

尚
真
王」

の
項
か
ら
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
す
る（

考
察
の
都
合
上
、
便

宜
的
に
記
号
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
付
し
た
。
ま
た
、
引
用
に
際
し
、
傍
線
・
波
線
を
付
し
、
丸
括
弧

内
に
読
み
と
注
を
記
し
た）

。

二
十
四
年（

尚
真
二
十
四
年
・
一
五
〇
〇）

、
銭
原
大
将
ト
ナ
ツ
テ
、
八
重
山
ノ
赤
蜂
ヲ

征
伐
ス
。

Ａ

正
議
大
夫
梁
徳
、
使
ヲ
奉
シ
テ
閩
ニ
入
ル
。
而
シ
テ
国
ニ
回
ル
ノ
時
、
陡
カ
ニ
逆
風

ニ
遭
フ
テ
、
喜
屋
武
に
飄
到
ス
。
土
民
海
ニ
出
テ
テ
、
ソ
ノ
船
隻
ヲ
扯（

ヒ）

イ
テ
港

内
ニ
吊（

ツ
リ）

進
ム
。
時
ニ
銭
原
十
三
歳
ナ
リ
。
土
民
等
ニ
随
ツ
テ
、
外
海
ニ
出
迎

フ
。
銭
原
ハ
生
資
敦
厚
、
気
宇
軒
昂
ニ
シ
テ
、
大
イ
ニ
庸
俗
ノ
人
ニ
異
ル
。
梁
徳
、
忽

倐
之
レ
ヲ
看
ル
ヤ
、
深
ク
他
ノ
伶
俐
ヲ
称
ス
。
官
舎
、
銭
広
之
レ
ヲ
聞
キ
之
レ
ヲ
慕
フ
。

即
チ
父
塩
間
ニ
乞
フ
。
那
覇
ニ
携
来
シ
テ
之
レ
ヲ
養
教
ス
ル
ニ
、
果
然
聡
明
英
雄
ナ
リ
。

学
業
已
ニ
成
ル
ニ
至
リ
、
才
知
絶
倫
ニ
シ
テ
、
文
武
兼
全
ス
。
已
ニ
二
九
歳
ニ
及
フ
ヤ
、

広
、
家
宅
ヲ
買
得
シ
、
以
テ
銭
原
ニ
給
ヒ
、
而
シ
テ
別
ニ
家
戸
ヲ
立
ツ
。
後
、
仕
籍
ニ

陞
リ
、
専
ラ
公
事
ヲ
務
ム
。
乾
惕
孜
孜
ト
シ
テ
、
朝
夕
懈
ラ
ズ
。
遂
ニ
命
ヲ
奉
シ
テ
九

番
ノ
大
将
ト
為
リ
、
即
チ
大
里
等
ト
、
士
卒
三
千
余
人
ヲ
率
領
シ
テ
、
八
重
山
ヲ
征
伐

シ
、
以
テ
凱
功
ヲ
得
テ
、
帰
国
復
命
ス
。

始
メ
テ
八
重
山
ニ
、
大
阿
母
並
ニ
永
良
比
金
ヲ
置
ク
。

Ｂ

八
重
山
ハ
洪
武
年
間
ヨ
リ
以
来
、
毎
歳
入
貢
シ
、
敢
テ
絶
ザ
リ
キ
。
奈
ニ
セ
ン
大
浜

邑
ノ
遠
弥
計
赤
蜂
保
武
川（

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ホ
ム
カ
ハ
ラ）

ハ
、
心
志
驕
傲
ニ
シ
テ
、

老
ヲ
欺
キ
幼
ヲ
侮
リ
、
遂
ニ
心
変
謀
叛
ヲ
致
シ
、
両
三
年
間
、
貢
ヲ
絶
ツ
テ
朝
セ
ズ
。

此
時
、
石
垣
邑
ノ
名
田
大
翁
主
ニ
、
二
弟
二
妹
ア
リ
。
一
ハ
那
礼
塘
ト
名
ケ
、
一
ハ
那

礼
嘉
佐
成
ト
名
ク
。
一
妹
ハ
真
乙
姥
ト
曰
ヒ
、
一
妹
ハ
古
乙
姥
ト
曰
フ

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

。
那
礼
塘
、
嘉

佐
成
等
、
恒
ニ
忠
義
ヲ
存
シ
、
肯
テ
赤
蜂
ニ
従
ハ
ズ
。
遂
ニ
他
ノ
為
メ
ニ
殺
害
セ
ラ
ル
。

名
田
大
翁
主
ハ
、
古
見
山
ニ
迯
レ
去
リ
、
隠
レ
テ
洞
窟
ノ
中
ニ
居
レ
リ
。
此
時
宮
古
ノ
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酋
長
ニ
、
仲
宗
根
豊
見
親
ナ
ル
者
ア
リ
。
赤
蜂
ト
和
睦
ナ
ラ
ズ
。
赤
蜂
将
ニ
宮
古
ヲ
攻

メ
ン
ト
シ
テ
、
二
島
騒
動
ス
。
事
中
山
ニ
聞
ス
。
是
レ
ニ
由
リ
、
大
里
等
九
員
ヲ
遣
ツ

テ
将
ト
ナ
シ
、
大
小
戦
船
四
十
六
隻
ヲ
撥
シ
、
ソ
ノ
仲
宗
根
ヲ
以
テ
導
キ
ト
ナ
ス
。
本

年
二
月
初
二
日
、
那
覇
開
船
ス
。
八
重
山
ニ
赴
キ
テ
赤
蜂
ヲ
征
伐
ス
。
大
翁
主
大
イ
ニ

喜
ビ
、
即
チ
小
船
ニ
乗
シ
、
海
ニ
出
テ
テ
迎
接
ス
。
十
三
日
引
イ
テ
八
重
山
石
垣
ノ
境

ニ
至
リ
、
大
里
等
上
岸
ス
。
只
タ
赤
蜂
衆
兵
ヲ
領
シ
テ
、
嶮
岨
ヲ
背
ニ
シ
、
大
海
ニ
面

シ
テ
陣
勢
ヲ
布
擺（
フ
ハ
イ）

ス
ル
ヲ
見
ル
。
又
婦
女
数
十
人
ヲ
シ
テ
、
各
々
枝
葉
ヲ

持
チ
、
天
ニ
号
シ
地
ヲ
呼
ビ
、
万
般
咒
罵
セ
シ
メ
、
法
術
ヲ
行
フ
ニ
似
タ
リ
。
大
里
等

軍
ヲ
駆
ツ
テ
大
イ
ニ
進
ム
ヤ
、
賊
兵
及
ヒ
婦
女
、
略
ボ
畏
懼
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
賊
陣
開

ク
処
、
赤
蜂
首
出
シ
テ
戦
ヲ
搦（
カ
ラ）

ム
。
大
里
大
イ
ニ
疑
ツ
テ
曰
ク
、
賊
奴
鋭
気

軽
く
敵
ス
可
ラ
ズ
。
遂
ニ
四
十
六
艘
ヲ
将
ツ
テ
分
ケ
テ
両
隊
ト
ナ
シ
、
一
隊
ハ
登
野
城

ヲ
攻
メ
、
一
隊
ハ
新
河
ヲ
攻
ム
。
赤
蜂
首
尾
相
応
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
官
軍
勢
ニ
乗
シ
、

攻
撃
甚
ダ
急
ナ
レ
バ
、
賊
兵
大
敗
ス
。
則
チ
官
軍
大
イ
ニ
凱
功
ヲ
獲
タ
リ
。
赤
蜂
擄
ニ

セ
ラ
レ
テ
誅
ニ
伏
ス
。
即
チ
名
田
大
翁
主
ハ
、
深
ク
褒
嘉
ヲ
蒙
リ
、
古
見
大
首
里
大
屋

子
ニ
擢
ン
デ
ラ
レ
、
始
メ
テ
頭
役
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
古
乙
姥
ハ
適
イ
テ
赤
蜂
ノ
妻
タ
リ
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

罪
ヲ
受
ケ
テ
誅
戮
セ
ラ
ル

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

。

Ｃ

一
日
永
良
比
金
ノ
神
、
真
乙
姥
ニ
託
宣
シ
テ
曰
ク
、
イ
マ
数
十
余
ノ
船
ニ
乗
レ
バ
、

早
ク
那
覇
ニ
到
ル
ト
。
官
軍
僉（

ミ
ナ）

曰
ク
、
神
託
ノ
告
語
、
未
ダ
深
ク
信
ズ
可
ラ

ズ
。
若
シ
霊
効
ア
ラ
バ
、
兵
船
ヲ
護
守
シ
、
一
斉
国
ニ
抵
レ
バ
、
宜
シ
ク
以
テ
褒
賞
ス

ベ
シ
。
若
シ
コ
ノ
語
ニ
違
フ
コ
ト
ア
ツ
テ
、
前
後
シ
テ
国
ニ
至
ラ
バ
、
重
罪
恕
セ
ズ
ト
。

真
乙
姥
之
レ
ヲ
聞
イ
テ
、
意
ニ
謂
フ
。
蒼
天
定
ム
ニ
ア
ラ
ズ
、
風
波
測
リ
難
シ
ト
。
遂

ニ
美
崎
山
ニ
到
リ
、
日
夜
断
食
シ
テ
、
誠
愨
ニ
祷
ヲ
求
ム
。
而
シ
テ
風
雨
ヲ
厭
ハ
ズ
、

寒
暑
ヲ
怕
レ
ズ
。
日
已
ニ
久
キ
ニ
至
リ
、
身
体
憔
悴
シ
、
顔
色
枯
槁
シ
テ
、
庶
呼（

ホ

ト
ン
ド）

餓
死
セ
ン
ト
ス
。
時
ニ
平
得
村
ノ
多
田
屋
遠
那
理
往
イ
テ
之
レ
ヲ
労
ラ
ヒ
、

深
ク
之
レ
ヲ
憫
ム
。
而
シ
テ
船
神
庇
ヲ
獲
テ
、
一
斉
ニ
国
ニ
抵
ル
。

Ｄ

翌
年
ニ
至
リ
、
深
ク
褒
嘉
ヲ
蒙
ツ
テ
、
神
衣
ヲ
恩
賜
ス
。
並
ニ
召
入
ノ
命
ヲ
奉
シ
テ
、

次
年
多
田
屋
遠
那
理
ヲ
携
ヘ
、
中
山
ニ
赴
キ
入
ル
。
王
、
真
乙
姥
ヲ
擢
ン
デ
テ
始
メ
テ

大
阿
母
ト
ナ
ス
。
真
乙
姥
命
ヲ
請
フ
テ
、
大
阿
母
ヲ
遠
那
理
ニ
譲
ル
。
王
亦
真
乙
姥
ヲ

擢
ン
デ
テ
永
良
比
金
ノ
神
人
ト
ナ
ス
。
此
時
遠
那
理
、
真
乙
姥
ニ
各
金
簪
ヲ
賜
ヒ
、
且

ツ
大
阿
母
遠
恵
嘉
地
五
加
屋
、
及
ヒ
俸
米
一
石
五
斗
ヲ
賜
フ
。
亦
永
良
比
金
ニ
俸
米
一

石
ヲ
賜
フ
。―

【

割
注】

此
レ
ヨ
リ
ノ
後
大
阿
母
永
良
比
金
子
々
孫
々
其
役
ヲ
世
襲
セ

リ
。

�
５
�―

Ａ
部
分
は『

球
陽』

巻
三
尚
真
王
二
十
四
年（

一
五
〇
〇）

の「

銭
原
大
将
ト
ナ
ツ
テ
、

八
重
山
ノ
赤
蜂
ヲ
征
伐
ス」

の
項
で
、
銭
原
と
い
う
人
物
の
経
歴
を
記
し
、
銭
原
が
九
番
目

の
大
将
と
な
っ
て
大
里
ら
と
兵
士「

三
千
余
人」（

傍
線
部）

を
率
い
て
八
重
山
の
ア
カ
ハ
チ

を
征
伐
し
、
凱
旋
帰
国
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
銭
原
は
銭
姓
の
阿
波
根
真
五
郎（

一
四

七
九
〜
一
五
四
三）

の
こ
と
で
、
ア
カ
ハ
チ
征
伐
で
手
柄
を
立
て
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

�
６
�

「

始
メ
テ
八
重
山
ニ
、
大
阿
母
並
ニ
永
良
比
金
ヲ
置
ク」

の
項（

Ｂ
Ｃ
Ｄ
部
分）

に
は
、

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
の
詳
細
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
の
梗
概
を
示
す
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

Ｂ
部
分（

ア
カ
ハ
チ
が
謀
反
を
お
こ
し
誅
殺
さ
れ
る
ま
で）

…
…

八
重
山
地
方
は
明
の
洪

武
年
間（

一
三
六
八
〜
一
三
九
八）

以
来
毎
年
入
貢
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
大
浜

地
区
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
ホ
ン
ガ
ワ
ラ
は
お
ご
り
高
ぶ
っ
た
勝
手
な
男
で
、
老
人
を
だ
ま
し

て
子
ど
も
を
馬
鹿
に
し
、
つ
い
に
謀
反
を
お
こ
し
て
両
三
年
間
入
貢
を
絶
っ
た
。
こ
の
時
、

石
垣
地
区
の
名
田
大
翁
主（

長
田
大
主）

に
は
那
礼
塘
・
那
礼
嘉
佐
成
と
い
う
二
名
の
弟
と

真
乙
姥
・
古
乙
姥
と
い
う
二
名
の
妹
が
い
た
が
、
二
名
の
弟
は
ア
カ
ハ
チ
に
従
わ
な
か
っ
た

た
め
殺
害
さ
れ
、
名
田
大
翁
主
は
古
見
山
の
洞
窟
に
隠
れ
住
ん
だ
。
こ
の
時
、
宮
古
に
仲
宗

根
豊
見
親
と
い
う
首
長
が
い
た
が
、
ア
カ
ハ
チ
と
和
睦
で
き
な
か
っ
た
。
ア
カ
ハ
チ
が
宮
古

を
攻
め
よ
う
と
し
て
騒
動
に
な
り
、
こ
れ
が
琉
球
王
府
に
伝
わ
っ
た
。
王
府
は
仲
宗
根
豊
見

親
を
先
導
役
と
し
て
大
小
四
十
六
隻
の
戦
船
を
組
織
し
、
二
月
二
日
に
那
覇
を
出
発
し
て
十

三
日
に
八
重
山
石
垣
に
至
っ
た
。
名
田
大
翁
主
は
大
い
に
喜
び
、
小
船
に
乗
っ
て
迎
え
出
た
。

ア
カ
ハ
チ
軍
は
険
阻
な
地
を
背
に
し
て
海
に
向
か
う
布
陣
を
し
き
、
婦
女
数
十
人
が
そ
れ
ぞ

れ
枝
葉
を
持
っ
て
呪
術
を
行
っ
た
。
官
軍
は
四
十
六
隻
の
戦
船
を
二
隊
に
分
け
て
ア
カ
ハ
チ

軍
の
首
尾
を
急
襲
し
た
た
め
、
賊
軍
は
大
敗
し
て
ア
カ
ハ
チ
は
誅
殺
さ
れ
た
。
名
田
大
翁
主
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は
古
見
大
首
里
大
屋
子
に
抜
擢
さ
れ
、
八
重
山
で
初
め
て
の
頭
役
と
な
っ
た
。
古
乙
姥
は
嫁

い
で
ア
カ
ハ
チ
の
妻
と
な
っ
て
い
た
が
、
罪
を
受
け
て
誅
殺
さ
れ
た
。

Ｃ
部
分（

真
乙
姥
の
活
躍
と
多
田
屋
遠
那
理）

…
…

永
良
比
金
の
神
か
ら
の
託
宣
を
受
け
、

真
乙
姥
は
王
府
軍
が
無
事
帰
還
で
き
る
よ
う
に
美
崎
山
で
断
食
祈
祷
し
た
。
長
期
間
の
断
食

祈
祷
に
よ
り
真
乙
姥
は
餓
死
し
か
け
た
が
、
平
得
村
の
多
田
屋
遠
那
理
に
助
け
ら
れ
た
。
そ

う
し
て
、
王
府
軍
の
船
団
は
神
の
庇
護
を
う
け
て
一
斉
に
帰
還
で
き
た
。

Ｄ
部
分（

真
乙
姥
ら
へ
の
恩
賜）

…
…

翌
年
、
王
よ
り
真
乙
姥
へ
神
衣
が
恩
賜
さ
れ
る
と

と
も
に
、
王
府
へ
の
召
し
入
れ
の
命
を
受
け
、
次
年
、
多
田
屋
遠
那
理
を
連
れ
て
中
山
に
赴

い
た
。
王
は
真
乙
姥
に
大
阿
母
と
い
う
神
職
を
授
け
た
が
、
真
乙
姥
は
大
阿
母
職
を
多
田
屋

遠
那
理
に
ゆ
ず
っ
た
の
で
、
真
乙
姥
に
永
良
比
金
と
い
う
神
職
を
授
け
た
。
王
は
二
人
に
金

の
か
ん
ざ
し
を
下
賜
し
、
さ
ら
に
多
田
屋
遠
那
理
に
田
地
俸
米
、
真
乙
姥
に
俸
米
を
下
賜
し

た
。
子
孫
は
代
々
そ
の
役
を
世
襲
し
た
。

『

球
陽』

巻
三
に
記
さ
れ
て
い
る
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
の
顛
末
か
ら
、
王
府
に
よ
る
反
乱

軍
鎮
圧
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
那
覇
か
ら「

三
千
余
人」
も
の
兵
士
を
の
せ
た「

大
小
戦

船
四
十
六
隻」（

傍
線
部）

の
大
船
団
を
組
ん
で
石
垣
島
ま
で
派
兵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王

府
が
本
気
に
な
っ
て
ア
カ
ハ
チ
の
乱
を
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
Ｂ
部
分
に
あ
る「

婦
女
数
十
人
ヲ
シ
テ
、
各
々
枝
葉
ヲ
持
チ
、
天
ニ
号
シ
地
ヲ
呼

ビ
、
万
般
咒
罵
セ
シ
メ
、
法
術
ヲ
行
フ
ニ
似
タ
リ」

と
い
う
記
述
か
ら
、
ア
カ
ハ
チ
軍
の
婦

女
数
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ
枝
葉
を
持
っ
て
天
や
地
に
号
呼
し
て
呪
詛
す
る
な
ど
王
府
軍
に
対
し

て
何
ら
か
の
呪
術
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る（

神
女
ら
に
よ
る
王
府
軍
退
散
の
呪

術
で
あ
ろ
う
か）

。
一
方
の
王
府
軍
も
、『

球
陽』

巻
三
に
引
用
し
た
部
分
よ
り
後
の「

久
米

島
ノ
君
南
風
、
官
軍
ニ
跟
随
シ
、
往
イ
テ
八
重
山
ニ
至
リ
、
奇
謀
ヲ
設
ケ
為
シ
テ
、
深
ク
褒

嘉
ヲ
蒙
ル」

の
項
の
記
述
か
ら
、
船
団
に
久
米
島
の
君
南
風
と
い
う
神
女
を
の
せ
て
八
重
山

征
伐
に
乗
り
込
ん
で
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
戦
い
は
、
軍
兵
た
ち
の
戦
闘
の
一
方
で
、

神
女
た
ち
の
呪
術
戦
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
神
女
た
ち
に
よ
る
呪
術
戦
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
か
ら
約
二
十
年
後
に
起
こ

っ
た
と
さ
れ
る
与
那
国
島
の
鬼
虎
の
乱
の
際
に
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る�

７
�。

鬼
虎
の
乱
に
つ

い
て
記
さ
れ
た「

忠
導
氏
家
譜」

に
四
人
の
巫
女
が
従
軍
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
谷
川

健
一
氏
は「

巫
女
の
呪
祷
の
力
で
敵
を
調
伏
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
仲
宗
根
豊

見
親
が
与
那
国
に
攻
め
入
っ
た
ア
ヤ
ゴ
に
は「

あ
け
ず
舞」「

は
べ
る
舞」

を
舞
い
踊
っ
た
と

あ
る
が
、
そ
れ
は
巫
女
の
調
伏
の
舞
踊
を
指
し
て
い
る」 �

８
�

と
述
べ
、「

仲
宗
根
豊
見
親
八
重
山

入
の
時
の
ア
ヤ
ゴ」

に
あ
る「

あ
け
ず
舞」「

は
べ
る（

は
へ
ら）

舞」

は
巫
女
の
調
伏
の
舞

踊
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

ア
カ
ハ
チ
の
乱
の
原
因
と
し
て『

球
陽』

で
は
、
ア
カ
ハ
チ
が
謀
反
を
お
こ
し
て
両
三
年

間
入
貢
を
絶
っ
た
の
で
討
伐
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
伊
波
普
猷
氏
は
ア

カ
ハ
チ
の
反
乱
は
イ
リ
キ
ヤ
ア
マ
リ
を
祀
る
祭
事
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
す
る�

９
�。

こ

れ
に
対
し
、
稲
村
賢
敷
氏
は「

修
史
の
誤
謬」

を
指
摘
し
、「

赤
蜂
謀
反
の
原
因
が
信
仰
問
題

か
ら
き
て
い
る
と
み
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ」

と
述
べ
て
い
る
。
関
連
史
料

が
少
な
い
た
め
、
ア
カ
ハ
チ
の
反
乱
の
原
因
は
未
だ
に
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

名
田
大
翁
主（

長
田
大
主）

の
妹
で
あ
っ
た
古
乙
姥
は
、
兄
の
命
令
で
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
と

政
略
結
婚
さ
せ
ら
れ
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
と
と
も
に
逆
賊
と
し
て
誅
殺
さ
れ
た
。
古
乙
姥
に

つ
い
て
は
、『

球
陽』

Ｂ
部
分
に「

一
妹
ハ
古
乙
姥
ト
曰
フ
。」「

古
乙
姥
ハ
適
イ
テ
赤
蜂
ノ
妻

タ
リ
。
罪
ヲ
受
ケ
テ
誅
戮
セ
ラ
ル
。」（

波
線
部）

と
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、

少
な
く
と
も
実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
ア
カ
ハ
チ
と
同
様
に
詳
細
は

よ
く
分
か
ら
な
い
。

土
地
の
伝
承
に
よ
る
と
、
ア
カ
ハ
チ
は
波
照
間
島
で
生
ま
れ
、
後
に
石
垣
島
大
浜
地
区
に

渡
っ
て
か
ら
大
浜
地
区
で
頭
角
を
現
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
部
分
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
ア
カ
ハ
チ
が
お
ご
り
高
ぶ
っ
た
勝
手
な
男
で
老
人
を
だ
ま
し
て
子
ど
も
を
馬
鹿
に

す
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
正
史『

球
陽』

は
王
府
の
側
か
ら

逆
賊
と
し
て
の
ア
カ
ハ
チ
を
描
写
し
て
い
る
た
め
、
こ
と
さ
ら
に
悪
辣
な
人
物
と
さ
れ
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
カ
ハ
チ
が『

球
陽』

が
記
し
て
い
る
よ
う
な
お
ご
り

高
ぶ
っ
た
勝
手
な
男
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
兄
に
命
令
さ
れ
て
ア
カ
ハ
チ
と
政
略
結
婚
さ
せ
ら

れ
た
古
乙
姥
が
、
兄
や
王
府
の
意
向
に
反
し
て
ア
カ
ハ
チ
側
に
つ
い
て
誅
殺
さ
れ
る
方
を
選

ぶ
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（

10）
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大
浜
地
区
に
あ
る
フ
ル
ス
ト
原
遺
跡
は
、
ア
カ
ハ
チ
の
居
城
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

大
浜
地
区
の
古
老
は
フ
ル
ス
ト
原
遺
跡
の
石
積
遺
構
を「

ブ
ス
ヌ
ヤ
ー（

武
士
の
家）」

と
呼

び
、
一
帯
を「

ブ
ス
ヌ
ヤ
マ（

武
士
の
山）」

と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
ま
た
、『

球
陽』

Ｂ

部
分
の「
赤
蜂
衆
兵
ヲ
領
シ
テ
、
嶮
岨
ヲ
背
ニ
シ
、
大
海
ニ
面
シ
テ
陣
勢
ヲ
布
擺（

フ
ハ
イ）

ス
ル
ヲ
見
ル」（
傍
線
部）

と
い
う
記
述
が
フ
ル
ス
ト
原
遺
跡
の
状
況
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
ア
カ
ハ
チ
の
居
城
だ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
七
八
年
三

月
、
フ
ル
ス
ト
原
遺
跡
は
史
跡
と
し
て
国
指
定
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

Ｃ
部
分
と
Ｄ
部
分
に
は
、
真
乙
姥
と
多
田
屋
遠
那
理
の
活
躍
と
乱
後
の
恩
賜
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
い
る
。
尚
真
王
は
真
乙
姥
に
大
阿
母
と
い
う
神
職
を
授
け
た
が
、
真
乙
姥
は
大
阿
母

職
を
多
田
屋
遠
那
理
に
ゆ
ず
っ
た
た
め
、
真
乙
姥
に
永
良
比
金
と
い
う
神
職
を
授
け
た
。
ま

た
二
人
に
金
の
か
ん
ざ
し
を
下
賜
し
、
さ
ら
に
多
田
屋
遠
那
理
に
田
地
俸
米
、
真
乙
姥
に
俸

米
を
下
賜
し
た
と
い
う
。
Ｃ
部
分
・
Ｄ
部
分
の
記
述
か
ら
、
王
府
の
船
団
を
無
事
帰
還
さ
せ

た
真
乙
姥
が
王
府
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
断
食
祈
祷
を
通
じ
て
呪
的

な
貢
献
を
し
た
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
、
真
乙
姥
は
真
乙
姥
御
嶽（

マ
イ
ツ
バ
ー
オ
ン
。
石
垣
市
新
川）

に
祀
ら
れ
、
多
田

屋
遠
那
理
は
大
阿
母
御
嶽（

ホ
ー
ル
ザ
ー
ウ
ガ
ン
。
石
垣
市
平
得）
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
真

乙
姥
御
嶽
と
大
阿
母
御
嶽
は
、
真
乙
姥
と
多
田
屋
遠
那
理
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
神
女
を
葬
っ

た
墓
が
人
々
に
崇
敬
さ
れ
て
御
嶽
と
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

Ⅱ

真
乙
姥
と
古
乙
姥

『

球
陽』

巻
三
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
真
乙
姥
・
古
乙
姥
と
い
う
長
田
大
主
の
二
名

の
妹
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
後
、
琉
球
王
府
か
ら
真
反
対
の
対
応
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
姉
の
真
乙
姥
は
高
く
評
価
さ
れ
王
よ
り
永
良
比
金
と
い
う
神
職
を
授
け
ら
れ
た
。
一

方
、
妹
の
古
乙
姥
は
逆
賊
ア
カ
ハ
チ
の
妻
と
し
て
誅
殺
さ
れ
た
。
正
史
に
は
、
真
乙
姥
・
古

乙
姥
の
死
後
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
民
間
伝
承
の
世
界
で
は
ア
カ
ハ
チ
や
真
乙

姥
・
古
乙
姥
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
現
在
に
至
る
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
土
地
で
採
集
し
た
話
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

〈

事
例
１〉

「

真
乙
姥
は
戦
の
先
払」

首
里
か
ら
の
軍
団
を
、
迎
え
て
、
あ
れ
す
る
。
戦（

い
く
さ）

の
さ
き
ば
え（

先
払
ヵ）

と
言
っ
て
、
あ
る
ら
し
い
で
す
ね
え
。
戦
い
は
、
ノ
ロ
が
、
ツ
カ
サ
が
、
先
頭
に
、
や
っ
た

ら
し
い
で
す
ね
え
。
そ
の
、
首
里
か
ら
の
、
王
府
の
軍
団
、
軍
隊
を
、
迎
え
入
れ
て
、
あ
れ

し
た
の
が
、
真
乙
姥（

マ
イ
ツ
バ）

で
す
ね
。
だ
か
ら
女
の
あ
れ
を
、
こ
っ
ち
で
は
、
戦

（

い
く
さ）

を
す
る
時
の
、
戦
の
さ
き
ば
え
と
言
っ
て
、
前
に
出
る
の
が
、
女
巫
女（

お
ん
な

み
こ）

と
い
う
ん
で
す
か
。
厄
を
払
う
と
い
う
あ
れ
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

〈

事
例
１〉

は
石
垣
市
登
野
城
で
採
集
し
た
話
で
、
ア
カ
ハ
チ
討
伐
の
た
め
に
首
里
か
ら
や

っ
て
き
た
軍
団
を
迎
え
入
れ
、
戦（

い
く
さ）

の
先
払（

さ
き
ば
え）

を
し
た
の
が
巫
女
の

真
乙
姥
で
あ
っ
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
戦（

い
く
さ）

の
先
払

（

さ
き
ば
え）

は
、
戦
闘
の
際
に
先
陣
で
敵
に
呪
術
を
行
う
役
割
の
巫
女
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『

球
陽』

巻
三「

久
米
島
ノ
君
南
風
、
官
軍
ニ
跟
随
シ
、
往
イ
テ
八

重
山
ニ
至
リ
、
奇
謀
ヲ
設
ケ
為
シ
テ
、
深
ク
褒
嘉
ヲ
蒙
ル」

の
項
の
記
述
で
は
、
先
陣
で
敵

に
呪
術
を
行
う
役
割
と
し
て
久
米
島
の
神
女
君
南
風
が
あ
た
っ
た
よ
う
で
、
真
乙
姥
の
名
は

出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
石
垣
島
で
王
府
軍
を
迎
え
た
巫
女
の
代
表
が
真
乙
姥
と
推
定
さ
れ

る
た
め
、
戦
闘
の
際
に
、
兄
の
長
田
大
主
と
と
も
に
何
ら
か
の
協
力
を
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

石
垣
島
に
土
地
勘
の
あ
る
巫
女
の
役
割
と
し
て
は
あ
り
そ
う
な
こ
と
な
の
で
、
真
乙
姥
が
戦

の
先
払
を
し
た
と
い
う〈

事
例
１〉

の
語
り
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

〈

事
例
２〉

「

真
乙
姥
御
嶽
由
来」

真
乙
姥（

マ
イ
ツ
バ）

は
、
こ
う
し
て
、
首
里
の
王
様
か
ら
で
す
ね
、
ウ
フ
ア
モ
と
い
っ
て

―

大
き
い
、
阿
で
す
ね
阿
部
の
阿
、
母
で
す
ね―

、
こ
の
ウ
フ
ア
モ（

大
阿
母）

の
職
を
い

た
だ
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
に
は
こ
う
い
う
ね
、
功
績
が
あ
っ
て
、
王
家
か
ら
そ
う
い
う

ふ
う
な
職
を
い
た
だ
い
た
け
れ
ど
も
、
自
分
が
そ
の
お
祈
り
を
し
て
る
時
に
、
助
け
て
、
お

祈
り
を
し
て
、
倒
れ
た
。
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
祈
っ
て
い
る
時
に
、
祈
り
を
し
た
た
め
に
倒
れ

た
ん
で
、
平
得（

ひ
ら
え）

の
、
多
田
屋
遠
那
里（

タ
ダ
ヤ
ウ
ナ
リ）

と
い
う
人
が
、
助
け

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
を
恩
に
着
て
、

「

自
分
は
い
い
か
ら
、
多
田
屋
遠
那
里
に
そ
の
大
阿
母
の
職
を
与
え
て
く
だ
さ
い」

て
言
っ
て

沖縄県石垣島のカタツムリ墓起源伝説
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原田信之

王
様
に
願
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
、
真
乙
姥
は
、
永
良
比
金（

エ
ラ
ビ
ン
ガ

ネ）
と
い
っ
て
、
職
を
、
そ
の
下
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
、
大
阿
母
の
下
に
。
永
良
比
金
と

い
う
、
職
を
い
た
だ
い
た
と
、
い
う
こ
と
で
。
そ
れ
で
、
元
々
こ
こ
は
、
真
乙
姥
が
亡
く
な

っ
た
墓
と
し
て
、
み
ん
な
に
礼
拝
さ
れ
て
は
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
の
、
真
乙
姥
、
今

で
は
で
す
ね
、
豊
作
の
、
神
様
と
い
う
ふ
う
な
方
で
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
最
近
、
み
ん
な
で
、

神
様
と
し
て
、
豊
年
の
願
い
を
、
ユ
ー
ニ
ン
ガ
イ（

世
願
い）

と
方
言
で
、
世
の
願
い
と
言

う
ん
で
す
け
ど
ね
。
あ
の
、
ユ
ー
ニ
ン
ガ
イ
の
場
所
と
し
て
、
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
、
こ
と
で
す
ね
。

来
年
の
夏
も
。
今
年
も
豊
作
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
来
年
も
ま
た
、
い
い
世
を
た
ま
わ

り
ま
す
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
の
、
願
い
を
込
め
て
、
各
村
々
か
ら
み
ん
な
旗
頭
を
作
っ
て
、

太
鼓
で
、
み
ん
な
で
村
々
か
ら
集
ま
っ
て
、
こ
の
真
乙
姥（

御
嶽）

の
前
で
、
豊
年
の
感
謝

を
す
る
。
来
年
の
豊
作
を
願
う
、
い
う
よ
う
な
、
行
事
を
す
る
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ね
。

プ
ー
ル（

豊
年
祭）

。

〈

事
例
２〉

は
真
乙
姥
御
嶽
が
あ
る
新
川
で
採
集
し
た
も
の
で
、
真
乙
姥
御
嶽
の
由
来
を

語
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
真
乙
姥
は
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
祈
っ
て
い
る
時
に
倒
れ
、
多
田
屋

遠
那
里
に
助
け
ら
れ
た
。
首
里
王
か
ら
大
阿
母
職
を
い
た
だ
い
た
が
多
田
屋
遠
那
里
に
ゆ
ず

り
、
永
良
比
金
職
を
い
た
だ
い
た
。
真
乙
姥
御
嶽
は
真
乙
姥
の
墓
と
し
て
礼
拝
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
豊
年
祭
の
行
事
を
す
る
場
所
で
、
豊
作
の
神
様
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。〈

事
例
２〉

前
半
の
語
り
は
、
先
に
引
用
し
た『

球
陽』

巻
三
の
Ｃ
部
分
・
Ｄ
部
分
に
あ

た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
、
真
乙
姥
が
祈
っ
て
い
る
時
に
倒
れ
て
多
田
屋
遠
那
里
に

助
け
ら
れ
た
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
石
垣
島
の
各
地
で
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
と
、
同

様
の
語
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
真
乙
姥
の
お
骨
は
真
乙
姥
御
嶽
拝
殿
奥
の
石
垣
で
囲
ま

れ
た
イ
ビ
に
現
在
も
葬
ら
れ
て
い
る
。〈

事
例
２〉

後
半
は
、
今
は
真
乙
姥
御
嶽
の
前
で
毎
年

豊
年
祭（

プ
ー
ル）

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
プ
ー
ル
は
八
重
山
諸
島
に
お

け
る
稲
粟
等
の
収
穫
の
祭
り
の
こ
と
で
あ
る
。

石
垣
四
ヶ
村（

登
野
城
・
大
川
・
石
垣
・
新
川）

の
豊
年
祭
は
、
毎
年
陰
暦
六
月
の
二
回

目
の
壬
お
よ
び
癸
の
吉
日
か
ら
二
日
間
実
施
さ
れ
る
。
一
日
目（

オ
ン
プ
ー
ル）

は
各
々
の

村
の
御
嶽
で
豊
年
祭
を
行
い
、
二
日
目（

ム
ラ
プ
ー
ル）

は
新
川
の
真
乙
姥
御
嶽
で
合
同
豊

年
祭
が
行
わ
れ
る
。
二
日
目
の
ム
ラ
プ
ー
ル
で
は
、
豪
華
な
旗
頭
の
奉
納
、
祈
願
、
奉
納
諸

行
事
、
五
穀
の
種
子
授
与
、
巻
踊
、
綱
引
き
な
ど
が
現
在
も
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
新
川

の
真
乙
姥
御
嶽
で
合
同
豊
年
祭（

ム
ラ
プ
ー
ル）

が
盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

旗
頭
の
絵
図
帳
な
ど
か
ら
明
和
大
津
波（

一
七
七
一）

の
数
年
後
の
時
代
か
ら
で
あ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「

石
垣
島
四
ヶ
村
の
プ
ー
リ
ィ（

豊
年
祭）」

は
平
成
五
年（

一
九

九
三）

に
国
の「

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財」

に
選
定
さ
れ
て

い
る
。

〈

事
例
３〉

「

ア
カ
ハ
チ
と
古
乙
姥」

ア
カ
ハ
チ
と
い
う
名
前
で
は
言
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
ホ
ー
マ
・
ア
カ
ブ
ザ
。
ホ

ー
マ
て
い
っ
た
ら
大
浜
で
す
ね
、
ア
カ
は
ア
カ
ハ
チ
の
ア
カ
で
し
ょ
う
ね
。
ブ
ザ
と
い
っ
た

ら
平
民
で
し
ょ
。
士
族
は
ね
、
ユ
カ
ラ
ピ
ト
と
い
う
ん
で
す
よ
。
ユ
カ
ラ
ピ
ト
。
百
姓
は
、

平
民
は
ブ
ザ
と
い
う
ん
で
す
よ
ね
。
新
川（

あ
ら
か
わ）

の
人
た
ち
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
昔
の

そ
う
い
う
人
は
そ
う
い
う
言
い
方
を
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（

祖
母
も）

そ
う
い
う
風

に（

言
っ
て
い
た）

。
と
っ
て
も
力
の
強
い
、
野
蛮
な
人
で
あ
っ
た
と
。
そ
れ
で
、
こ
の
人
の

足
跡
が
、
大
浜
の
、
こ
の
、
海
の
ね
岩
の
上
に
も
、
足
跡
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
、
豪
傑
て
い

う
か
、
で
あ
っ
た
と
。（

足
跡
は）

子
ど
も
の
頃
遠
足
で
行
っ
た
頃
に
一
度
ね
、
見
た
よ
う
な
、

あ
れ
で
す
け
ど
。

長
田
大
主（

ナ
ー
タ
フ
ー
ズ）

の
こ
と
も
ア
カ
ハ
チ
の
こ
と
も
、
波
照
間
と
関
係
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
今
に
な
っ
て
、
聞
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
子
ど
も
の
頃
は
あ
あ
い
う
ふ
う
な
こ

と
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。（

悪
人
だ
っ
た）

そ
う
い
う
こ
と
で
、
長
田
大
主
に
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
聞
い
て
お
り
ま
す
。（

長
田
大
主
は
妻
と
な
っ
た
古
乙
姥
に
ア
カ

ハ
チ
を）

殺
す
よ
う
に
と
言
っ
て
、
言
い
含
め
ら
れ
て
行
っ
て
も
、
そ
れ
も
成
し
遂
げ
ず
に

お
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
、
足
で
み
な
踏
ま
せ
て
。

〈

事
例
３〉
は
石
垣
市
新
川
で
採
集
し
た
話
で
、
ア
カ
ハ
チ
の
昔
の
呼
称
、
性
質
、
足
跡
、

長
田
大
主
と
ア
カ
ハ
チ
の
関
係
、
古
乙
姥
の
役
割
と
死
後
の
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
て

い
る
。
昔
は
ア
カ
ハ
チ
と
い
う
名
前
で
は
言
わ
ず
、
ホ
ー
マ
・
ア
カ
ブ
ザ（

大
浜
の
平
民
ア

（
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カ
ハ
チ
の
意）

と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
、
大
正
十
三
年
生
ま
れ
の
話
者
の
祖
母
も
そ
う
呼
ん

で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
カ
ハ
チ
は
と
て
も
力
の
強
い
野
蛮
な
人
と
さ
れ
、
ア
カ
ハ

チ
の
足
跡
が
大
浜
の
海
辺
の
岩
に
あ
り
、
そ
の
足
跡
を
子
ど
も
の
頃
遠
足
で
一
度
見
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
浜
地
区
の
海
辺
の
岩
に
あ
る
ア
カ
ハ
チ
の
足
跡
は
有
名
で
、
子
ど
も

の
頃
遠
足
で
見
た
と
い
う
話
は
石
垣
島
で
は
良
く
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
も
大
浜
の
海

辺
で
足
跡
を
確
認
し
た
が
、
こ
れ
は
全
国
に
伝
わ
る「

足
跡
石」

の
伝
説
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
カ
ハ
チ
伝
説
の
一
つ
と
し
て
足
跡
石
の
伝
説
が
石
垣
島
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〈

事
例
３〉

後
半
部
の
、
長
田
大
主
と
ア
カ
ハ
チ
は
波
照
間
島
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
今
に
な
っ
て
聞
く
が
子
ど
も
の
頃
は
聞
か
な
か
っ
た
と
い
う
話
者
の
語
り
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
戦
後
の
ア
カ
ハ
チ
再
評
価
の
動
き
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

戦
後
、
ア
カ
ハ
チ
に
関
係
す
る
話
が
各
種
媒
体
を
通
じ
て
広
報
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ア
カ
ハ

チ
に
ま
つ
わ
る
詳
細
な
情
報
を
知
る
人
々
が
増
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。〈

事
例
３〉

末
尾
で
は
、

ア
カ
ハ
チ
は
悪
人
だ
っ
た
の
で
長
田
大
主
に
殺
さ
れ
た
と
伝
え
聞
い
た
こ
と
、
長
田
大
主
は

ア
カ
ハ
チ
の
妻
と
な
っ
た
古
乙
姥
に
ア
カ
ハ
チ
を
殺
す
よ
う
に
言
い
含
め
た
こ
と
、
古
乙
姥

は
ア
カ
ハ
チ
を
殺
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
古
乙
姥
は
死
後
墓
を
足
で
踏
ま
れ
た
こ
と
な
ど
が
語

ら
れ
て
い
る
。

大
浜
底
原
に「

ス
ニ
タ
バ
ル」

と
い
う
地
名
が
あ
る
が
、
こ
の
地
で
ア
カ
ハ
チ
は
誅
殺
さ

れ
、
捕
ら
え
ら
れ
た
古
乙
姥
は
シ
ニ
ヤ
マ
と
い
う
体
刑
で
罰
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

Ⅲ

真
乙
姥
御
嶽
と
カ
タ
ツ
ム
リ
墓

土
地
の
伝
承
に
よ
る
と
、
古
乙
姥
は
兄
長
田
大
主
の
命
令
で
ア
カ
ハ
チ
と
政
略
結
婚
さ
せ

ら
れ
、
ア
カ
ハ
チ
を
殺
す
よ
う
に
言
い
含
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
カ
ハ
チ
を
殺
さ
な
か
っ
た

た
め
、
ア
カ
ハ
チ
と
と
も
に
反
逆
者
と
し
て
誅
殺
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
古
乙
姥
の
骨
は
姉
が

祀
ら
れ
て
い
る
真
乙
姥
御
嶽
の
隅
に
葬
ら
れ
た
が
、
わ
ざ
と
道
路
に
接
す
る
場
所
に
墓
が
作

ら
れ
、
反
逆
者
へ
の
見
せ
し
め
と
し
て
人
々
に
踏
ま
せ
た
と
い
う
。
古
乙
姥
の
墓
は
ツ
ダ
ミ

（

カ
タ
ツ
ム
リ
の
意）

墓
と
蔑
称
さ
れ
た
。

〈

事
例
４〉

「

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
由
来」

ク
イ
ツ
バ（

古
乙
姥）

の
話
は
で
す
ね
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
敵
方
に
味
方
を
し
た
と

い
う
こ
と
で
ね
、
私
の
子
ど
も
の
頃
は
、

「

ク
イ
ツ
バ
の
墓
だ」

っ
て
い
っ
て
、
現
在
あ
の
、
４
号
線
も
う
ち
ょ
っ
と
拡
張
し
て
こ
れ
だ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
、
右
手
端
の
方
に
で
す
ね
、
一
枚
石
で
、
こ
う
建
て
て
あ
っ
て
、

上
に
も
一
枚
、
敷
か
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で「

こ
こ
は
ク
イ
ツ
バ
の
墓
だ」

と
い
う

こ
と
で
ね
、「

悪
い
人
だ
か
ら
、
足
で
み
ん
な
踏
み
つ
け
る
ん
だ」

と
言
っ
て
ね
、
子
ど
も
た

ち
は
、
そ
こ
の
上
、
ち
ょ
う
ど
石
が
、
平
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
で
言
え
ば
、
珊
瑚

石
の
一
枚
に
な
っ
た
も
の
で
、
平
ら
で
子
ど
も
た
ち
遊
ぶ
の
に
、
座
る
の
に
、
大
変
適
当
だ

っ
た
ん
で
、
よ
く
そ
こ
で
、
踏
ん
で
遊
ん
だ
り
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
こ
の
、
石
の
欠
け
た

と
こ
か
ら
中
を
見
る
と
ね
、
カ
タ
ツ
ム
リ
が
陰
を
慕
っ
て
来
て
、
そ
れ
で
こ
こ
で
寿
命
が
尽

き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で

子
ど
も
た
ち
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
ツ
ダ
ミ
と
言
い
ま
す
の
で
ね
、

「

ツ
ダ
ミ
の
墓
だ
ツ
ダ
ミ
の
墓
だ」

っ
て
言
っ
て
、
ク
イ
ツ
バ
の
墓
じ
ゃ
な
く
っ
て「

ツ
ダ
ミ

の
墓
だ」

っ
て
子
ど
も
た
ち
は
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

あ
れ
は
ね
、
も
う
道
路
拡
張
で
、
こ
こ
は
も
う
道
路
の
ほ
う
に
な
っ
て
る
と
思
い
ま
す
。

〈

事
例
４〉

は
石
垣
市
新
川
で
採
集
し
た
話
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ（

ツ
ダ
ミ）

墓
の
由
来
を

語
っ
て
い
る
。
敵
方
に
味
方
を
し
た
悪
人
と
い
う
こ
と
で
、
話
者（

大
正
十
三
年
生
ま
れ）

が
子
ど
も
の
頃
は
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
古
乙
姥
の
墓
の
上
に
乗
っ
て
踏
ん
で
遊
ん
だ
り

し
て
い
た
と
い
う
。
墓
は
珊
瑚
石
の
板
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
、

石
の
欠
け
た
と
こ
ろ
か
ら
中
を
見
る
と
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
子
ど

も
た
ち
は「

ツ
ダ
ミ
の
墓」

と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
古
乙
姥
の
墓
が
あ
っ
た
場
所
は
、

道
路
拡
張
工
事
の
た
め
、
現
在
は
道
路
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

古
乙
姥
の
墓
は
昔
か
ら
ツ
ダ
ミ
墓
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
、
柳
田
国
男
が
大
正
十
年

（

一
九
二
一）

一
月
に
石
垣
島
で
調
査
し
た
際
の
手
帳
に
ツ
ダ
ミ
墓
に
関
す
る
記
述
が
三
カ
所

み
え
る
。
柳
田
は
手
帳
に「

真
乙
姥
　
マ
イ
ッ
パ
／
小
乙
姥
　
ク
イ
ッ
バ
／
同
所
に
あ
り
／

ツ
ダ
ミ（

蝸
牛）
墓
と
い
ふ
。
共
に
長
田
大
翁
王（

フ
ー
ヅ）

の
妹
な
り
。
ク
イ
チ
バ
の
石

槨
の
中
に
は
蝸
牛（
ツ
ダ
ミ）

数
多
し」「

ツ
ダ
ミ
ヌ
ハ
カ（

小
乙
姥）

／
石
槨
の
中
に
古
き

沖縄県石垣島のカタツムリ墓起源伝説
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原田信之

蝸
牛
の
殻
多
く
あ
り
。
土
人
尊
敬
せ
ず
、
綱
曳
の
時
な
ど
此
上
に
の
る
。」「

○
ツ
ダ
ミ
と
蛍

の
事
、
古
乙
姥（

ク
イ
ツ
バ）

の
石
棺
は
あ
け
ぬ
故
、
此
殻
た
ま
る
な
り
と
い
ふ
也
。」

と
記

し
て
い
る
。

柳
田
が
石
垣
島
で
ツ
ダ
ミ
墓
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
は
大
正
十
年
一
月
の
こ
と
で
、〈

事
例

４〉

の
話
者
は
大
正
十
三
年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
柳
田
が
石
垣
で
ツ
ダ
ミ
墓
を
見
聞
し
た

頃
か
ら
遠
く
な
い
時
期
に〈

事
例
４〉

の
話
者
は
新
川
地
区
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
、
友

だ
ち
と
ツ
ダ
ミ
墓
周
辺
で
遊
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
柳
田
の
手
帳
の
記
述
内
容
と〈

事
例
４〉

の
語
り
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
柳
田
と〈

事
例
４〉

の
話
者
が
見
た
ツ
ダ
ミ
墓
周

辺
の
光
景
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〈

事
例
５〉

「

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
と
子
ど
も
の
遊
び」

ク
イ
ツ
バ（

の
墓
が）

あ
り
ま
し
た
ね
。
大
き
な
木
の
す
ぐ
南
側
で
す
。
塀
の
ね
。
南
側
の

塀
沿
い
に
で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
あ
り
ま
し
た
。
南
側
の
、
大
き
な
ア
コ
ウ
の
木
の
、
南
側
。

そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
草
あ
っ
て
で
す
ね
。
み
ん
な
が
、
踏
ま
し
て
も
よ
ろ
し
い
よ
う
に
で
す

ね
、
し
て
。
ち
ょ
っ
ち
ょ
っ
と
穴
が
開
い
と
る
も
ん
で
す
か
ら
、
私
ら
子
ど
も
ん
時
に
で
す

ね
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
で
す
ね
、
あ
の
尻
、
べ
っ
こ
う
を
で
す
ね
、
つ
ぶ
し
て
お
っ
た
ん
で
す

よ
。
つ
ぶ
し
て
、
負
け
た
方
は
ね
、
向
こ
う
の
穴
に
捨
て
た
ん
で
す
よ
。
ツ
ダ
ミ
の
墓
つ
っ

て
ね
、
が
ら
く
た
は
皆
捨
て
た
。
ツ
ダ
ミ
の
墓
つ
っ
て
ね
。
負
け
た
方
が
ね
、
捨
て
た
ん
で

す
よ
。
結
構
荒
い
こ
と
し
て
ね
。
カ
タ
ツ
ム
リ
ね
、
カ
タ
ツ
ム
リ
は
こ
の
先
と
が
っ
て
ま
す

ね
、
よ
う
先
と
が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
つ
ぶ
し
合
い
っ
こ
す
る
ん
で
す
よ
。
つ
ぶ
し

合
い
っ
こ
し
て
ね
、
勝
負
す
る
ん
で
す
よ
。
し
た
ら
弱
い
方
が
ね
、
つ
ぶ
れ
ま
す
か
ら
。
弱

い
方
を
ね
、
だ
め
だ
っ
た
と
言
っ
て
ね
、
あ
そ
こ
の
あ
ん
中
に
捨
て
た
。
子
ど
も
の
頃
は
。

つ
ぶ
し
合
い
で
。
で
、
あ
の
、
ク
イ
ツ
バ
の
墓
が
今
現
在
大
浜
に
あ
り
ま
す
よ
。
大
浜
。
オ

ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
。
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
奥
さ
ん
な
ん
で
す
よ
。
政
略
結
婚
し
て
ね
、
オ
ヤ

ケ
ア
カ
ハ
チ
と
。

〈

事
例
５〉

は
新
川
の
男
性（

昭
和
七
年
生
ま
れ）

か
ら
聞
い
た
話
で
、
戦
前
、
真
乙
姥

御
嶽
周
辺
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
カ
タ
ツ
ム
リ
の
先
が
と
が
っ
た
部
分
で
つ
ぶ
し
合
い
を
し

て
勝
負
し
、
弱
い
方
が
つ
ぶ
れ
る
と
ツ
ダ
ミ
墓
の
穴
が
開
い
た
部
分
か
ら
中
に
殻
を
捨
て
る

遊
び
を
し
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。〈

事
例
４〉

の
話
者
に
聞
く
と
、
こ
の
遊
び
を「

ツ
ダ
ミ

ア
ー
シ」（

カ
タ
ツ
ム
リ
遊
び
の
意
か）

と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
墓
の
石
槨
の
中
に
カ

タ
ツ
ム
リ
の
殻
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
ツ
ダ
ミ
墓
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

石
槨
の
中
に
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
が
た
ま
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
柳
田
は
石
槨
を
開
け
な

い
の
で
殻
が
た
ま
る（「

古
乙
姥（

ク
イ
ツ
バ）

の
石
棺
は
あ
け
ぬ
故
、
此
殻
た
ま
る
な
り
と

い
ふ
也」）

と
説
明
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、〈

事
例
５〉

の
語
り
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

が
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
を
石
槨
内
に
入
れ
る
遊
び
を
し
た
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
殻
の
あ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
は「

殻
の
材
料
に
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト」

・「

石
灰
岩
な
ど
か
ら
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

あ
る
い
は
、
ツ
ダ
ミ
墓
の
珊
瑚
石
の
板
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取
す
る
た
め
に
カ
タ
ツ
ム
リ

が
集
ま
っ
た
結
果
、
石
槨
の
中
に
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
が
た
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

〈

事
例
６〉

「

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
と
豊
年
祭」

ク
イ
ツ
バ
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
、
嫁
な
っ
て
、
何
結
婚
て
い
う
の
、
政
略
結
婚
。
長
田

大
主（

ナ
ー
タ
フ
ー
ズ）

が
こ
う
し
て
行
か
し
た
け
ど
、
そ
れ
で
こ
じ
れ
て
、
ク
イ
ツ
バ
は

自
分
の
主
人
を
立
て
て
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
と
一
緒
に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
逆
賊
さ
れ
て
、

も
う
。
墓
は
ね
、
真
乙
姥
御
嶽
の
ね
、
前
の
所
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
て
、
な
ん
で
か
い
う

た
ら
、
豊
年
祭
の
時
た
く
さ
ん
人
が
集
ま
る
で
し
ょ
。
そ
の
人
た
ち
が
、
上
に
乗
る
で
し
ょ
。

人
に
踏
ま
せ
る
。
わ
ざ
と
そ
の
よ
う
に
し
て
作
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
今
移
し
て
、
大
浜
に
移
し
た
ら
し
い
。

わ
ざ
と
、
豊
年
祭
の
時
に
人
に
踏
ま
す
よ
う
に
、
こ
っ
ち
の
道
の
そ
ば
に
作
っ
た
と
い
う
話

は
、
小
さ
い
時
に
ね
、
聞
い
た
覚
え
が
あ
る
ん
だ
け
ど
。

〈
事
例
６〉

は
石
垣
市
平
得
で
採
集
し
た
話
で
、
古
乙
姥
の
墓
は
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
と
一

緒
に
な
っ
た
逆
賊
の
も
の
な
の
で
豊
年
祭
の
時
に
多
く
の
人
に
踏
ま
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と
道

の
そ
ば
に
作
っ
た
と
い
う
話
を
小
さ
い
時
に
聞
い
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。
こ
の
、
豊
年
祭

の
時
に
踏
ま
せ
る
た
め
に
道
の
そ
ば
に
古
乙
姥
の
墓
を
作
っ
た
と
い
う
話
は
石
垣
島
各
地
で

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
柳
田
国
男
も
、
古
乙
姥
の
墓
を
土
地
の
人
は
尊
敬
せ
ず
豊
年
祭
の
綱

（
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引
き
の
時
な
ど
に
墓
の
上
に
乗
る（「

土
人
尊
敬
せ
ず
、
綱
曳
の
時
な
ど
此
上
に
の
る」）

と

記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
時
に
そ
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
事
例
５〉〈

事
例
６〉

の
話
者
が
墓
は
大
浜
に
移
転
し
た
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
後
、

古
乙
姥
の
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
は
大
浜
に
移
さ
れ
た
。
次
節
で
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
る
こ
と

に
し
た
い
。Ⅳ

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
の
大
浜
移
転

古
乙
姥
の
墓
が
大
浜
に
移
さ
れ
た
経
緯
が
良
く
わ
か
ら
な
い
た
め
、
折
を
み
て
調
査
を
重

ね
た
結
果
、
よ
う
や
く
移
転
の
経
緯
が
わ
か
っ
て
き
た
。

古
乙
姥
の
墓
を
大
浜
に
移
そ
う
と
す
る
最
初
の
動
き
は
、
大
東
亜
戦
争
後
、
大
浜
の
崎
原

公
園
に「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

を
建
立
す
る
時
に
起
こ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『

大
浜
村
誌』

に

よ
る
と
、
戦
後
、
大
浜
の
崎
原
公
園
に「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

を
建
立
す
る
時
、
古
乙
姥
を

合
祀
し
よ
う
と
し
た
が
、
長
田
大
主
の
子
孫
で
あ
る
真
乙
姥
御
嶽
関
係
の
方
に
強
く
反
対
さ

れ
た
た
め
実
現
せ
ず
、
昭
和
二
十
八
年（

一
九
五
三）
に「
オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

の
み
が
建

立
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
時
に
建
立
さ
れ
た「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

は
現
在
も
大
浜
の
崎
原
公
園
に
あ
る
。「

オ

ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

正
面
に
向
か
っ
て
左
側
の
石
碑
に
は「

碑
文」

と
し
て
次
の
よ
う
な
文
が

掘
ら
れ
て
い
る（

本
文
は「

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
五
〇
〇
年
祭
実
行
委
員
会」
に
よ
り「

二
〇

〇
〇
年（

平
成
十
二
年）

八
月
吉
日
転
記」

さ
れ
た
新
造
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
も
の
を
引
用

し
た
。
引
用
に
あ
た
っ
て
句
読
点
を
付
し
た）

。

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
は
一
名
ホ
ン
ガ
ワ
ラ
ア
カ
ハ
チ
と
も
称
し
た
。
豪
勇
衆
に
す
ぐ
れ
、

群
雄
割
拠
の
そ
の
当
時
大
浜
村
を
根
拠
と
し
て
酋
長
に
仰
が
れ
て
い
た
。
文
明
十
八
年

（

一
四
八
六）

中
山
尚
真
王
は
使
者
を
八
重
山
に
特
派
し
て
、
イ
リ
キ
ヤ
ア
モ
リ
の
祭
祀

を
淫
祠
邪
教
と
し
て
厳
禁
し
た
と
こ
ろ
島
民
は
信
仰
へ
の
不
当
な
る
弾
圧
だ
と
し
て
、

い
た
く
憤
激
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ア
カ
ハ
チ
は
島
民
の
先
頭
に
立
っ
て
反
旗
を
ひ

る
が
え
し
朝
貢
を
両
三
年
壟
断
し
て
中
山
の
反
省
を
求
め
た
が
尚
真
王
は
大
里
王
子
を

大
将
と
し
副
将
並
び
に
神
女
君
南
風
ら
と
共
に
精
鋭
三
千
人
を
兵
船
四
十
六
隻
で
反
乱

鎮
圧
に
派
遣
し
た
。
ア
カ
ハ
チ
は
大
い
に
防
戦
奮
闘
し
た
が
衆
寡
敵
せ
ず
恨
み
を
の
ん

で
底
原
の
露
と
消
え
た
。
時
は
明
応
九
年（

一
五
〇
〇）

今
か
ら
四
五
四
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
ア
カ
ハ
チ
は
封
建
制
度
に
反
抗
し
て
自
由
民
権
を
主
張
し
島
民
の
た
め
に
や

む
に
や
ま
れ
ぬ
正
義
観
を
も
っ
て
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
い
は
利
あ
ら
ず
敗
れ
た
け
れ

ど
も
そ
の
精
神
と
行
動
は
永
く
後
世
に
光
芒
を
放
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
碑
を
建

て
も
っ
て
そ
の
偉
徳
を
讃
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
四
月
十
六
日

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
顕
彰
碑
建
立

委
員
長
　
廣
田
　
禎
夫

撰
　
文
　
喜
舎
場
永
珣

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
顕
彰
碑
建
立
委
員
長
で
あ
っ
た
廣
田
禎
夫
氏
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
二

十
八
年（

一
九
五
三）

に「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

を
建
立
し
た
時
、
八
重
山
研
究
の
碩
学
喜

舎
場
永
珣（

一
八
八
五
〜
一
九
七
二）

氏
が
石
碑
に
刻
む
文
章
を
作
成
し
た
。
こ
の
文
章
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
再
評
価
の
流
れ
が
大
き
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

重
要
な
意
味
を
持
つ
碑
文
と
い
え
よ
う
。

昭
和
二
十
八
年（

一
九
五
三）

の「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

建
立
時
に
は
古
乙
姥
の
墓
は
移
転

し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
年
頃
に
、
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
の
第
一
回
目
の
移
転
が

実
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

〈

事
例
７〉

「

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
の
移
転」

大
浜
に
ね
、
ア
カ
ハ
チ
の
所
に
持
っ
て
行
っ
た
。
元
は
ね
、
マ
イ
ツ
バ（

御
嶽）

に
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。
道
路
の
、
西
側
に
よ
。
ク
イ
ツ
バ
は
、
マ
イ
ツ
バ
は
ね
、
非
常
に
嫌
っ
た
人
間

だ
か
ら
ね
。
こ
れ
は
ね
、
道
路
の
拡
張
工
事
で
ね
、
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ね
、
そ
れ
を

一
応
、（

マ
イ
ツ
バ）

御
嶽
の
後
ろ
の
方
に
ね
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
つ
な
い
で
ね
、
向
こ
う
に
、
作

っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
ね
、
大
浜
が
、
ア
カ
ハ
チ
の
ね
。
道
路
拡
張
の
あ
れ
で
ね
。
こ
れ

を
あ
そ
こ
の
ま
あ
、
今
の
拝
所
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
拝
所
の
西
側
に
ね
、
西
側
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
で
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
。
向
こ
う
に
一
応
も
う
、
移
し
た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
ね
、
何
年
前
か
ね
、
大
浜
部
落
か
ら
ね
、
自
分
か
た
の
所
に
、
こ
れ
は
ね
移
し
て

沖縄県石垣島のカタツムリ墓起源伝説
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く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
移
し
た
わ
け
さ
。（

大
浜
に
移
し
た
の
は）

昭
和
四
十
年
、
ま
だ
あ
と

で
し
ょ
う
。

〈
事
例
７〉

は
石
垣
市
新
川
で
採
集
し
た
話
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
が
移
転
し
た
時
の
語
り
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
回
目
の
移
転
と
第
二
回
目
の
移
転
の
話
が
混
在
し
て
語
ら
れ
て
い
る

た
め
分
か
り
に
く
い
が
、
先
に
み
た〈

事
例
４〉

の
話
者
も「

も
う
道
路
拡
張
で
、
こ
こ
は

も
う
道
路
の
ほ
う
に
な
っ
て
る
と
思
い
ま
す」

と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
の

第
一
回
目
の
移
転
は
道
路
の
拡
張
工
事
に
起
因
す
る
移
転
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
一
回
目

の
移
転
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
真
乙
姥
御
嶽
周
辺
で
聞
き
取
り
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
昭
和
四
十
年
頃
に
道
路
拡
張
工
事
に
起
因
す
る
移
転
が
実
行
さ
れ
た
と

語
る
話
者
が
多
か
っ
た（

昭
和
三
十
五
年
頃
と
い
う
話
者
も
い
た）

。
そ
の
時
、
カ
タ
ツ
ム
リ

墓
を
解
体
し
て
遺
骨
を
探
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
遺
骨
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
の
移
転
に
つ
い
て
牧
野
清
氏
は「
真
乙
姥
御
嶽
で
は
永
年
の
間
に
霊
域
の

縮
小
変
動
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
努
力
し
た
け
れ
ど
も
結
局
は
ツ
ダ
ミ
墓
は
発
見

で
き
ず
、
古
乙
姥
の
遺
骨
も
収
骨
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
為
に
遺
骨
の
代
わ
り
に
小
石
を
拾

い
、
霊
を
移
す
と
い
う
祭
祀
を
と
り
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る」
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
第
一
回
目
の
移
転
時
の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
か
と
思
わ
れ
る
。

〈

事
例
７〉

の
話
者
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
回
目
の
移
転
時
、
真
乙
姥
御
嶽
の

後
ろ
の
方
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
つ
な
い
で
新
た
な
古
乙
姥
の
墓
を
作
っ
た
と
い
う
。

現
在
は
大
浜
に
移
転
し
て
そ
れ
は
撤
去
さ
れ
て
い
る
が
、
場
所
は
、
真
乙
姥
御
嶽
拝
殿
に
向

か
っ
て
左
側
の
、
現
在
は
水
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
あ
た
り
に
古
乙
姥
の
墓
が
新
た
に

作
成
さ
れ
た
ら
し
い
。
一
メ
ー
ト
ル
位
の
高
さ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
墓
だ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
牧
野
清
氏
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
乙
姥
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
第
一
回
目
移
転
時
に
作
成
さ
れ
た
古
乙
姥
の
墓
に
は
遺
骨
の
代
わ
り
に
小
石
を
拾
い

霊
を
移
す
と
い
う
祭
祀
を
行
っ
て
葬
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
の
第
二
回
目
の
移
転
が
昭
和
四
十
五
年（

一
九
七
〇）

に
実
施
さ
れ

た
。
移
転
の
き
っ
か
け
は
、
真
乙
姥
御
嶽
の
ツ
カ
サ
の
一
人
の
夢
見
で
あ
っ
た
。

〈

事
例
８〉

「

カ
タ
ツ
ム
リ
墓
移
転
の
発
端」

先
年
亡
く
な
っ
た
、
ツ
カ
サ
の
方
が
、
何
か
夢
見
で
、
そ
う
い
う
、

「

そ
こ
に
ク
イ
ツ
バ
の
墓
が
あ
る」

と
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。
私
は
そ
の
方
の
孫
か
ら
聞
い
た

ん
で
す
け
ど
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
掘
り
起
こ
し
て
、
骨
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
持
っ
て

行
っ
て
大
浜
の
、
ア
カ
ハ
チ
の
そ
ば
に
、
一
緒
に
し
て
お
い
て
あ
る
と
か
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
近
年
聞
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね
。

〈

事
例
８〉

は
石
垣
市
新
川
で
採
集
し
た
話
で
、
真
乙
姥
御
嶽
の
ツ
カ
サ
の
一
人
が
古
乙

姥
の
墓
の
場
所
を
夢
で
見
た
た
め
そ
こ
を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
と
、
実
際
に
骨
が
出
て
き
た

の
で
、
大
浜
に
移
し
た
ら
し
い
と
い
う
語
り
で
あ
る
。

そ
の
時
に
夢
見
を
し
た
真
乙
姥
御
嶽
の
ツ
カ
サ
は
も
う
亡
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
親
族
の
方
か
ら
そ
の
時
の
経
緯
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

〈

事
例
９〉

「

ツ
カ
サ
の
夢
見」

あ
っ
ち
に
ア
コ
ウ
木
が
あ
り
ま
す
よ
。
入
っ
た
ら
ね
、
左
側
に
ア
コ
ウ
木
が
あ
っ
て
。
二

本
あ
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
、
ア
カ
ハ
チ
と
。
真
乙
姥（

御
嶽）

か
ね
。
二
本
の
、
木
の
、

間
に
、
ア
カ
ハ
チ
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
。
だ
っ
れ
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
こ
れ
。

誰
も
わ
か
ら
な
い
け
ど
、「

こ
っ
ち
の
間
に
埋
め
ら
れ
て
い
る」

っ
て
う
ち
の
母
に（

夢
で）

言
っ
た
か
ら
、
う
ち
の
母
は
、「

こ
っ
ち
に
埋
め
ら
れ
て
い
る」

と（

夢
で）

言
っ
て
い
る
か

ら
と
言
っ
て
こ
の
大
浜
の
部
落
の
方
に
、
役
員
な
ん
か
に
、
言
っ
て
か
ら
や
っ
た
。
本
当
に

あ
り
ま
し
た
。
し
て
か
ら
歯
も
よ
、
大
き
か
っ
た
っ
て
婆
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
ま
し
た
。
歯
が

す
ご
い
か
ら
、
こ
の
人
は
大
き
な
方
だ
っ
た
は
ず
よ
う
っ
て
か
ら
。

〈

事
例
９〉

は
真
乙
姥
御
嶽
の
ツ
カ
サ
の
夢
見
の
話
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
の
夢
の
中
に
ア
カ

ハ
チ
が
出
て
き
て
、
真
乙
姥
御
嶽
に
あ
る
二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
た
の
で
、
大
浜
の
役
員
た
ち
も
立
ち
会
っ
て
掘
っ
た
と
こ
ろ
骨
が
出
て
き
た
と
い
う
。

当
時
、
ツ
カ
サ
の
夢
見
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
新
川
地
区
の
役
員
と
大
浜
の
公
民
館
長
や

部
落
会
長
ら
が
立
ち
会
っ
て
二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間
を
掘
る
と
、
本
当
に
骨
が
出
て
き
た
そ

う
で
あ
る
。
現
在
、
真
乙
姥
御
嶽
に
入
っ
て
左
側
に
大
き
な
ア
コ
ウ
木
が
あ
る
が
、
当
時
は

今
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
二
本
の
ア
コ
ウ
木
に
は
間
が
空
い
て
い
た
と
い
う
。

原田信之
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こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
牧
野
清
氏
は「

こ
と
の
起
こ
り
は
、
真
乙
姥
御
嶽
の
神
司
た
ち

の
夢
に
し
ば
し
ば
古
乙
姥
が
現
わ
れ
、
何
事
か
を
訴
え
た
と
い
う
こ
と
か
ら
で
、
こ
の
こ
と

が
長
浜
浩
照
大
浜
公
民
館
長
に
伝
え
ら
れ
て
協
議
さ
れ
、
合
祀
の
実
現
と
い
う
運
び
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
神
司
た
ち
が
正
装
し
て
参
集
し
、
厳
粛
裡
に
万
端
の

祭
祀
が
と
り
行
な
わ
れ
た
と
い
う」

と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て『

大
浜
村
誌』

は「

そ
の
後
昭
和
四
十
五
年（

一
九
七

〇）

の
夏
頃
、
こ
れ
ま
で
、
古
乙
姥
と
ア
カ
ハ
チ
の
合
祀
を
強
く
反
対
し
て
来
ら
れ
た
、
字

石
垣
の
長
田
大
主
の
末
裔
で
あ
る
真
乙
姥
御
嶽
の
神
司
を
始
め
と
す
る
そ
の
他
の
関
係
御
嶽

の
司
等
が
、
い
ろ
い
ろ
の「

お
告
げ」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
大
浜
村
に
建
立
さ
れ
た
オ
ヤ
ケ

ア
カ
ハ
チ
の
碑
に
古
乙
姥
を
合
祀
す
る
の
が
本
筋
で
あ
り
、
古
乙
姥
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
る

と
し
て
そ
の
合
祀
を
大
浜
村
に
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。
／
大
浜
村
で
は
喜
ん
で
こ
れ
を
受

け
入
れ
る
こ
と
と
し
、
昭
和
四
十
五
年（

一
九
七
〇）

九
月
十
九
日
、
当
時
の
大
浜
公
民
館

長
の
長
浜
浩
照
氏
等
の
大
浜
村
の
役
員
た
ち
は
、
前
記
の
方
々
と
共
に
、
古
乙
姥
の
墓
を
掘

り
起
こ
し
て
、
納
骨
さ
れ
た
厨
子
が
め
を
掘
り
当
て
ア
カ
ハ
チ
の
碑
の
後
方
に
丁
重
に
埋
葬

し
た
。」

と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
五
年（

一
九
七
〇）

の
夏
頃
、
真
乙
姥
御
嶽
の
ツ
カ
サ

ら
が
夢
で「

お
告
げ」

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
古
乙
姥
と
ア
カ
ハ
チ
を
合
祀

し
よ
う
と
い
う
話
が
起
こ
り
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
十
九
日
に
新
川
と
大
浜
の
役
員
が
立
ち

会
っ
て
真
乙
姥
御
嶽
に
あ
る
二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間
を
掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
納
骨
さ
れ
た

厨
子
が
め
が
出
て
き
た
の
で
、
神
司
た
ち
が
祭
祀
を
行
っ
て
ア
カ
ハ
チ
の
碑
の
後
方
に
埋
葬

し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

問
題
は
、
掘
り
出
さ
れ
た
厨
子
が
め
の
骨
が
誰
の
も
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ツ
カ
サ
の
夢

見
で
は
ア
カ
ハ
チ
の
も
の
で
、
掘
り
出
さ
れ
た
骨
も
歯
も
大
き
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
結
局
古

乙
姥
の
も
の
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『

大
浜
村
誌』

は「

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
廣
田
禎
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
／
石
垣
の
あ
る
一
部
の
人
は
、
大
浜
に

移
し
た
骨
が
め
は
、
古
乙
姥
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
カ
ハ
チ
の
も
の
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ

る
が
、
こ
の
骨
が
め
を
掘
り
あ
げ
た
時
、
こ
れ
に
立
ち
会
っ
た
石
垣
の
関
係
者
は
、
こ
れ
は

間
違
い
な
く
古
乙
姥
の
骨
が
め
で
あ
る
と
確
認
し
、
ま
た
、
郷
土
史
の
研
究
家
宮
良
賢
貞
氏

も
、
骨
に
つ
い
て
は
鑑
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
厨
子
が
め
は
、
そ
の
当
時
の
作
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
認
さ
れ
た
。」

と
述
べ
て
い
る
。
ア
カ
ハ
チ
の
も
の
で
あ
る
と
説

く「

石
垣
の
あ
る
一
部
の
人」

と
は
、
夢
見
を
し
た
ツ
カ
サ
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
お
そ

ら
く
、
逆
賊
ア
カ
ハ
チ
の
骨
を
真
乙
姥
御
嶽
に
納
め
る
こ
と
は
論
理
的
に
考
え
る
と
あ
り
え

な
い
た
め
、
厨
子
が
め
の
骨
を
古
乙
姥
の
も
の
と
判
断
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

も
し
、
厨
子
が
め
の
骨
が
古
乙
姥
の
も
の
で
、
長
田
大
主（

も
し
く
は
長
田
大
主
の
子
孫

の
誰
か）

が
真
乙
姥
御
嶽
に
あ
る
二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間
に
古
乙
姥
の
骨
を
埋
め
た
と
仮
定

し
た
場
合
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
と
は
違
う
仮
説
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
想
定
さ
れ
る

仮
説
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

仮
説
１…

…

長
田
大
主
は
ア
カ
ハ
チ
に
味
方
し
た
逆
賊
の
も
の
と
し
て
道
の
側
に
粗
末
な

ツ
ダ
ミ
墓
を
作
り
、
人
々
に
踏
ま
せ
た
。
し
か
し
、
妹
を
不
憫
と
考
え
た「

長
田
大
主」

は

ツ
ダ
ミ
墓
の
中
に
は
骨
を
入
れ
ず
、
ひ
そ
か
に
真
乙
姥
御
嶽
に
あ
る
二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間

に
妹
の
骨
を
埋
め
、
実
際
に
は
踏
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
て
や
っ
た
。

仮
説
２…

…

長
田
大
主
は
ア
カ
ハ
チ
に
味
方
し
た
逆
賊
の
も
の
と
し
て
道
の
側
に
粗
末
な

ツ
ダ
ミ
墓
を
作
り
、
人
々
に
踏
ま
せ
た
。
し
か
し
、
古
乙
姥
を
不
憫
と
考
え
た「

某」（

長
田

大
主
の
子
孫
か）

は
ツ
ダ
ミ
墓
の
中
か
ら
骨
を
取
り
出
し
、
ひ
そ
か
に
真
乙
姥
御
嶽
に
あ
る

二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間
に
古
乙
姥
の
骨
を
埋
め
、
踏
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
て
や
っ
た
。

道
路
の
拡
張
工
事
で
ツ
ダ
ミ
墓
を
掘
っ
た
時
に「

骨
が
な
か
っ
た」

と
い
う
事
実
か
ら
考

え
る
と
、
い
つ
の
時
代
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
誰
か
が
ツ
ダ
ミ
墓
の
中
の
古
乙
姥
の
骨
を
移

動
さ
せ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
仮
説
を
含
め
、
新
た
な
視
点
で
考
察
を
加
え

て
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

結
　
語

以
上
で
、
石
垣
島
の
真
乙
姥
御
嶽
に
あ
っ
た
古
乙
姥
の
ツ
ダ
ミ（

カ
タ
ツ
ム
リ）

墓
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
筆
者
な
り
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

長
田
大
主
の
妹
で
あ
っ
た
真
乙
姥
と
古
乙
姥
は
、
一
五
〇
〇
年
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
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後
、
琉
球
王
府
か
ら
真
反
対
の
対
応
を
受
け
た
。
琉
球
王
府
に
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
真
乙
姥

は
高
く
評
価
さ
れ
て
尚
真
王
か
ら
永
良
比
金
と
い
う
神
職
を
授
け
ら
れ
た
が
、
古
乙
姥
は
逆

賊
の
妻
と
し
て
誅
殺
さ
れ
た
。
古
乙
姥
は
兄
長
田
大
主
に
命
じ
ら
れ
て
ア
カ
ハ
チ
と
政
略
結

婚
さ
せ
ら
れ
た
が
、
兄
や
王
府
の
意
向
に
背
き
、
ア
カ
ハ
チ
の
妻
と
し
て
誅
殺
さ
れ
る
道
を

選
ん
だ
と
い
う
。

長
田
大
主
は
逆
賊
の
墓
と
し
て
真
乙
姥
御
嶽
隅
の
道
の
そ
ば
に
骨
を
埋
め
、
人
々
に
踏
ま

せ
た
と
さ
れ
る
。
真
乙
姥
御
嶽
奥
の
イ
ビ
に
あ
る
真
乙
姥
の
墓
は
石
を
積
み
あ
げ
て
造
っ
た

立
派
な
も
の
で
あ
る
が
、
古
乙
姥
の
墓
は
珊
瑚
の
板
を
組
ん
だ
粗
末
な
も
の
で
、
ツ
ダ
ミ

（

カ
タ
ツ
ム
リ）

墓
と
蔑
称
さ
れ
た
。
数
百
年
間
に
わ
た
っ
て
粗
雑
な
扱
い
を
受
け
た
古
乙
姥

の
墓
を
ア
カ
ハ
チ
が
活
躍
し
た
大
浜
に
移
転
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

に
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
移
転
に
関
し
て
、
次
の
三
回
の
動
き
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

１
、
移
転
の
申
し
入
れ
と
反
対…

…

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
カ
ハ
チ
再
評
価
の
気
運
が

起
こ
り
、
昭
和
二
十
八
年（

一
九
五
三）

大
浜
の
崎
原
公
園
に「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

が
建

立
さ
れ
た
。
碑
文
に
刻
む
文
章
は
八
重
山
研
究
の
碩
学
喜
舎
場
永
珣
氏
が
作
成
し
、
こ
の
碑

文
を
き
っ
か
け
に
ア
カ
ハ
チ
再
評
価
の
流
れ
が
大
き
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
古
乙

姥
の
墓
を
真
乙
姥
御
嶽
に
合
祀
し
よ
う
と
申
し
入
れ
た
が
、
反
対
さ
れ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。

２
、
道
路
の
拡
張
工
事
に
よ
る
移
動…

…

昭
和
四
十
年
前
後
頃
、
道
路
の
拡
張
工
事
の
た

め
古
乙
姥
の
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
を
真
乙
姥
御
嶽
の
奥
に
移
動
さ
せ
た
が
、
遺
骨
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
小
石
を
拾
っ
て
霊
を
移
す
祭
祀
を
行
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
小
さ
い
墓
を

作
成
し
た
。

３
、
神
司
の
夢
見
に
よ
り
移
転
実
現…

…

昭
和
四
十
五
年（

一
九
七
〇）

の
夏
頃
、
真
乙

姥
御
嶽
の
神
司
の
一
人
が
夢
見
で
お
告
げ
を
受
け
た
。
そ
の
お
告
げ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

昭
和
四
十
五
年
九
月
十
九
日
に
新
川
と
大
浜
の
役
員
立
ち
会
い
の
も
と
で
真
乙
姥
御
嶽
に
あ

る
二
本
の
ア
コ
ウ
木
の
間
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
納
骨
さ
れ
た
当
時
の
厨
子
が
め
が
出
て
き
た

た
め
、
神
司
た
ち
が
祭
祀
を
行
っ
て
ア
カ
ハ
チ
の
碑
の
後
方
に
埋
葬
し
た
。

古
乙
姥
の
カ
タ
ツ
ム
リ
墓
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
動
き
か
ら
、
神
司
の
夢
見
が
公
民
館
長
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
役
員
を
も
動
か
す
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
注
目
さ
れ

る
。石

垣
市
大
浜
地
区
で
は
、
ア
カ
ハ
チ
没
後
五
百
年
を
記
念
し
て
、
新
大
浜
公
民
館
建
設
、

ア
カ
ハ
チ
銅
像
作
成
、
古
乙
姥
の
碑
作
成
、
大
浜
村
誌
発
刊
が
企
画
さ
れ
、
平
成
十
二
年

（

二
〇
〇
〇）

十
月
十
四
日
、「

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
五
〇
〇
年
祭」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

現
在
、
崎
原
公
園
内
の「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

の
横
に
は
平
成
十
二
年
に
新
造
さ
れ
た「

古

乙
姥
の
碑」

が
建
っ
て
い
る
。

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
は
一
五
〇
〇
年
の
事
件
で
あ
る
が
、
石
垣
島
で
は
現
在
も
濃
密
な

関
連
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
多
い
。
残
さ
れ
た
諸
問
題
の

検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈

注〉

（

１）

伊
波
普
猷
氏
他
編『

琉
球
史
料
叢
書
　
第
五』（

井
上
書
房
・
一
九
六
二）

、
三
五
頁
。

（

２）

伊
波
普
猷
氏
他
編『

琉
球
史
料
叢
書
　
第
四』（

井
上
書
房
・
一
九
六
二）

、
四
三
頁
。

（

３）

桑
江
克
英
氏
訳
註『

球
陽』（

三
一
書
房
・
一
九
七
一）

、
二
一
〜
二
二
頁
。

（

４）

牧
野
清
氏『

新
八
重
山
歴
史』（

私
家
版
・
一
九
七
二）

、
九
四
〜
九
六
頁
。

（

５）

注
３
の『

球
陽』

、
五
一
頁
。

（

６）

真
境
名
安
興
氏『

沖
縄
一
千
年
史』（『

真
境
名
安
興
全
集
第
一
巻』

琉
球
新
報
社
・
一

九
九
三）

、
一
四
三
頁
。

（

７）

与
那
国
の
鬼
虎
征
伐
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
誰
が
参
加
し
た
か
等
の
詳
細
は
、
原

田
信
之「

沖
縄
・
与
那
国
島
の
鬼
虎
伝
説」（「

新
見
公
立
短
期
大
学
紀
要」

二
九
、
二
〇

〇
八
・
12）

参
照
。

（
８）
谷
川
健
一
氏「

与
那
国
と
宮
古
の
歴
史
伝
承
の
影
に」（『

与
那
国
町
史
第
一
巻』

与
那

国
町
役
場
・
二
〇
〇
二
所
収）

、
五
三
頁
。

（

９）

伊
波
普
猷
氏『

沖
縄
考』（『

伊
波
普
猷
全
集
　
第
四
巻』

平
凡
社
・
一
九
七
四）

、
四

九
五
〜
四
九
六
頁
。

（

10）

稲
村
賢
敷
氏『
宮
古
島
庶
民
史』（

三
一
書
房
・
一
九
七
二）

、
二
一
四
頁
。

原田信之

（

36）
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（

11）『

大
浜
村
誌』（

大
浜
公
民
館
・
二
〇
〇
一）

、
一
八
〜
二
三
頁
。

（
12）

牧
野
清
氏『

八
重
山
の
お
嶽』（

あ
〜
ま
ん
企
画
・
一
九
九
〇）

、
一
一
五
頁
・
一
八
七

頁
。

（

13）
注
11
の『

大
浜
村
誌』

第
三
章「

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
伝
説」

、
丸
山
顕
徳
氏「

八
重

山
の
オ
ヤ
ケ
赤
蜂―

英
雄
伝
説―

」（

同
氏『

古
代
文
学
と
琉
球
説
話』

三
弥
井
書
店
・

二
〇
〇
五
、
所
収）
、
藤
井
佐
美
氏「

南
島
説
話
と
祭
祀
の
変
容―

神
女
・
真
乙
姥
を
め

ぐ
る
伝
承―

」（「
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
論
叢」

第
八
号
、
二
〇
一
二
・
12）

、
ほ
か
。

（

14）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
登
野
城
の
男
性（

Ｓ
６
生）

。
平
成
二
十
四
年（

二
〇
一
二）

年
八
月
十
八
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

15）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
の
女
性（

Ｔ
13
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
三
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

16）

注
12
の
牧
野
清
氏『

八
重
山
の
お
嶽』

、
一
一
八
頁
。

（

17）

文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス」

参

照
。［

平
成
二
十
五
年
八
月］

http://w
w

w
.bunka.go.jp/index.htm

l

（

18）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
の
女
性（

Ｔ
13
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
三
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

19）『〔

縮
刷
版〕

日
本
昔
話
事
典』（

弘
文
堂
・
一
九
九
四）

、「

足
跡
石」
の
項
参
照
。

（

20）

注
11
の『

大
浜
村
誌』

に「

ア
カ
ハ
チ
と
共
に
大
浜
底
原
ま
で
逃
げ
延
び
て
来
た
古
乙

姥
は
兄
長
田
大
主
の
命
に
背
い
て
、
ア
カ
ハ
チ
と
共
に
応
戦
し
た
の
で
、
捕
ら
え
ら
れ
て

底
原
の
原
頭
で「

シ
ニ
ヤ
マ」（

脛
に
木
を
は
さ
ん
で
縛
り
つ
け
て
こ
ら
し
め
る
体
刑）

に
か
け
ら
れ
て
罰
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
地
を「

ス
ニ
タ
バ
ル」

と
い
う
と
の
古
老
か
ら
の

伝
承
が
残
っ
て
い
る」（

一
八
五
頁）

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（

21）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
の
女
性（

Ｔ
13
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
三
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

22）

柳
田
国
男
著
・
酒
井
卯
作
編『

南
島
旅
行
見
聞
記』（

森
話
社
・
二
〇
〇
九）

、
一
一
三

〜
一
一
七
頁
。

（

23）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
の
男
性（

Ｓ
７
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
三
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

24）

稲
垣
栄
洋
氏『

カ
タ
ツ
ム
リ
の
ご
ち
そ
う
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
!?』（

角
川
学
芸
出
版
・
二

〇
一
二）

、
五
八
頁
。

（

25）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
平
得
の
男
性（

Ｓ
24
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
五
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

26）

そ
の
時
の
経
緯
に
つ
い
て
、
注
11
の『

大
浜
村
誌』

に「

大
東
亜
戦
争
後
、
字
大
浜
の

崎
原
公
園
に「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
の
碑」

を
建
立
す
る
と
き
、
当
時
の
建
設
委
員
長
の
廣
田
禎

夫
氏
は
、
ア
カ
ハ
チ
の
碑
に
古
乙
姥
は
合
祀
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
長
田
大
主
の
末
裔

で
あ
る
字
石
垣
の
長
田
信
智
氏
並
び
に
国
吉
氏
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
賛
成
の
意
を
表
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
長
田
大
主
の
子
孫
で
あ
る
真
乙
姥
御
嶽
関
係
の
方
に
強
く
反
対
さ
れ
、
そ

の
実
現
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
／
反
対
す
る
理
由
は
、
古
乙
姥
は
長
田
家
の
一

門
で
あ
っ
て
、
反
逆
者
で
あ
る
ア
カ
ハ
チ
と
合
祀
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
古
乙
姥
は
長

田
家
で
祭
祀
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
／
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ

ハ
チ
の
碑
は
一
九
五
三
年
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」（

一
八
六
頁）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

27）

注
11
の『

大
浜
村
誌』

に「

オ
ヤ
ケ
赤
蜂
之
碑」

の「

碑
文」

が
引
用
さ
れ
て
い
る
が

（

一
八
七
〜
一
八
八
頁）

、
若
干
の
誤
植
が
あ
る
。

（

28）

注
11
の『

大
浜
村
誌』「

赤
蜂
の
碑」

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に「

碑
文
は
郷
土
史
家
喜

舎
場
永
珣
氏
の
撰
文
で「

英
雄
説」

が
広
く
世
に
出
る
き
っ
か
け
と
な
る」（

一
七
八
頁）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

29）

話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
の
男
性（

Ｔ
５
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
三
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（
30）

注
12
の
牧
野
清
氏『

八
重
山
の
お
嶽』

、
一
八
二
頁
。

（
31）
話
者
は
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
の
女
性（

Ｔ
13
生）

。
平
成
十
九
年（

二
〇
〇
七）

八
月

十
三
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

32）

話
者
は
真
乙
姥
御
嶽
の
ツ
カ
サ
だ
っ
た
故
真
境
名
光
子
さ
ん
の
親
族
の
女
性
。
平
成
二

十
五
年（
二
〇
一
三）

九
月
二
十
七
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

33）

注
12
の
牧
野
清
氏『
八
重
山
の
お
嶽』

、
一
八
二
〜
一
八
三
頁
。
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原田信之
（

34）（

35）

注
11
の『

大
浜
村
誌』

、
一
八
六
頁
。

（
36）

注
11
の『

大
浜
村
誌』

、
六
五
三
〜
六
七
八
頁
。

〔

付
記〕

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
十
三
年
度
〜
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

Ｃ
・
研
究
課
題「
南
西
諸
島
に
お
け
る
事
物
起
源
伝
説
の
調
査
研
究」

(

課
題
番
号23520236)

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

連
絡
先：

原
田
信
之
　
　
　

新
見
公
立
大
学
看
護
学
部
　
〒
七
一
八
︱
八
五
八
五
　
新
見
市
西
方
一
二
六
三
│
二

（

二
〇
一
三
年
十
一
月
十
三
日
受
理）


